
い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
で
き

て
ま
す
か
？

ふ
い
に
来
る
か
も
し
れ
な
い

災
害
に
備
え
、
家
族
み
ん
な
で

一
緒
に
問
題
を
解
い
て
理
解
を

共
有
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
第
一
問
】

大
規
模
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

火
災
の
危
険
も
あ
り
、
家
族
で

避
難
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

近
く
に
あ
る
比
較
的
安
全
な
避

難
場
所
は
ど
こ
で
し
ょ
う
？

【
第
二
問
】

地
震
が
収
ま
り
自
宅
に
戻
っ
た

と
こ
ろ
、
被
害
が
あ
り
生
活
で

き
そ
う
も
あ
り

ま
せ
ん
。
ど
こ

の
避
難
所
へ
行

け
ば
よ
い
で
し
ょ

う
？

【
第
三
問
】

消
防
団
は
、
災
害
時
に
出
動
、

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

防
災
訓
練
指
導
や
救
命
講
習
指

導
な
ど
、
幅
広
い
消
防
団
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
火
災
予

防
運
動
や
年
末
年
始
等
に
は
、

各
地
域
の
皆
さ
ん
に
「
火
の
○

○
」
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

○
○
に
入
る
言

葉

は
何

で
す

か
？

【
第
四
問
】

災
害
時
必
要
な
資
機
材
の
倉

庫
設
置
場
所
は
、
松
が
丘
公
園

（
松
が
丘
1
の

2
）
と
も
う
一

箇
所
は
ど
こ
で

し
ょ
う
？

【
第
五
問
】

災
害
時
必
要

な
資
機
材
の

う
ち
、
図
の

機
材
は
何
と

い
う
名
前
で
し
ょ
う
？

【
第
六
問
】

次
の
①
～
⑩
は
、
地
震
で
避
難

す
る
時
に
必
要
と
さ
れ
る
代
表

的
な
も
の
10
個
で
す
が
、
大
き

な
地
震
が
起
き
た
と
き
最
も
重

要
な
も
の
は
何
で
す
か
？

①
飲
料
水

②
非
常
食

③
懐
中

電
灯

④
携
帯
ラ
ジ
オ

⑤
乾
電

池

⑥
医
薬
品

⑦
携
帯
ト
イ
レ

⑧
ス
リ
ッ
パ

⑨
笛

⑩
多
機
能

ナ
イ
フ

【
第
七
問
】

地
震
発
生
後
、
柱
に
足
が
挟
ま

れ
て
長
時
間
身
動
き
で
き
ず
苦

し
ん
で
い
る
人
が
い
ま
す
。
あ

な
た
が
と
る
べ
き
行
動
で
正
し

い
の
は
？

Ａ
：
柱
を
持
ち
上
げ
助
け
出
す

Ｂ
：
動
か
さ
ず
救
助
隊
の
到
着

を
待
つ

Ｃ
：
挟
ま
れ
て
い
る

足
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る

【
第
八
問
】

洪

水
ハ

ザ

ー

ド

マ
ッ

プ
で

赤

い
エ

リ
ア

に
い
る
時
に
、

大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
正
し
い
行
動
は
？

Ａ
：
川
の
様
子
を
観
察
す
る

Ｂ
：
避
難
情
報
を
聞
く

Ｃ
：
す
ぐ
に
高
台
や
高
い
ビ
ル

に
避
難
す
る
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何
問
と
け
る
か
な
？

命
を
守
る
防
災
ク
イ
ズ

第45号【防災特別号】

10月25日
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発行：松が丘片山町会防災会
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本紙は松が丘片山町会
のホームページからも
ご覧いただけます。

答えは8ページに掲載し
ています。
クイズと正解は、松が丘
片山町会ホー

ムページにも
掲載していま
す。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
ラ
ジ
オ
体
操

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
軒
並
み
イ

ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
る
中
、
今

期
初
の
町
会
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
ラ
ジ
オ
体
操
を
8

月
22
日
（
土
）
、

23
日
（
日
）

に
開
催
し
ま

し
た
。

参
加
者
か

ら
も
嬉
し
い

感
想
を
い
た

だ
く
こ
と
が

で
き
、
2
日

間
延
べ
47
名

（
18
家
族
）

に
参
加
頂
き
、

コ
ロ
ナ
で
外

出
や
密
な
状

況
に
な
る
こ

と
が
制
限
さ

れ
る
中
、
新
し
い
形
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
参
加
頂
い
た
皆
様

の
夏
の
思
い
出
の
1
ペ
ー
ジ
と

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

【
一
日
目
終
了
時
】

【
二
日
目
終
了
時
】

【
景
品
配
布
時
】

●
リ
モ
ー
ト
親
子
工
作

例
年
の
よ
う
に
片
山
会
館
に

集
い
親
子
で
一
緒
に
工
作
を
楽

し
む
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
年
は
各
家
庭
で
、
島

ぞ
う
り
を
親
子
で
工
作
し
て
も

ら
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
親
子
に
送
付
頂
い
た
島

ぞ
う
り
が
こ
ち
ら
で
す
。

一

哲
学
堂
公
園
一
帯

二

令
和
小
学
校

三

用
心

四

松
が
丘
北
野
神
社

五

油
圧
ジ
ャ
ッ
キ

六

命

七

Ｂ

八

Ｃ
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防
災
ク
イ
ズ
の
答
え

松が丘片山町会で

は住んでいる人々が

お互いに挨拶し合う、

安全で安心なまちづくりを目指して、さまざまな活動を

行っています。現在町会に加入されているのは、松が丘地

区3002世帯の40％弱です。ぜひ町会に加入して、松が丘片山

ふるさとライフをお楽しみください。町会費はご家族単位で月額200円です。

お問い合わせは町会長、山田晃（℡03－3386-2956）まで。

新規町会員を募集中です

子ども会主催

リモート行事大成功



●
避
難
所
運
営
組
織

令
和
小
学
校
避
難
所
運
営
組

織
は
、
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
松
が
丘
片
山
町

会
防
災
会
と
中
野
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
防
災
会
の
役
員
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
（
Ｐ
は
中
野
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
防
災
会
の
略

他
地
域
の
防

災
会
役
員
名
は
省
略
）
。

な
お
、
松
が
丘
片
山
町
会
防

災
会
は
、
町
会
役
員
が
そ
の
担

当
役
職
に
応
じ
自
動
的
に
兼
任

す
る
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊
運
営
本
部

避
難
所
の
開
設
・

閉
鎖
、
避
難
所
運
営
管
理
の
総

合
調
整
。

山
田
晃
（
町
会
防
災
会
長
／
町

会
長
）

山
下
圭
一
（
町
会
防
災
会
副
会

長
／
町
会
副
会
長
）

城
所
清
二
（
町
会
防
災
会
副
会

長
／
町
会
副
会
長
／
消
防
団
第

三
分
団
長
）

久
保
田
巌
（
町
会
相
談
役
／
Ｐ

会
長
）

令
和
小
学
校
校
長
、
副
校
長
、

地
域
本
部
避
難
所
班
長
（
中
野

区
職
員
）
。

＊
庶
務
部

各
所
と
の
連
絡
調

整
、
避
難
者
名
簿
等
の
作
成
管

理
、
避
難
者
の
部
屋
へ
の
誘
導
、

帰
宅
困
難
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対
応
、
動
物
飼
育
管
理
な
ど
。

梅
原
裕
之
（
町
会
文
化
部
長
／

子
ど
も
会
会
長
）

小
山
稠
則
（
町
会
監
査
）

塚
本
謹
一
（
町
会
総
務
）

松
田
利
也
（
Ｐ
）

地
域
本
部
避
難
所
副
班
長
（
中

野
区
職
員
）

＊
避
難
支
援
部

安
否
確
認
情

報
の
収
集
や
名
簿
へ
の
照
合
、

安
否
確
認
、
避
難
支
援
活
動
な

ど
。

興
梠
与
利
子
（
防
災
会
広
報
部

長
／
町
会
副
会
長
）

杉
山
信
裕
（
防
災
会
副
部
長
／

町
会
広
報
部
長
）

興
梠
敬
二
（
町
会
防
犯
部
長
／

民
生
児
童
委
員
）

塚
原
眞
理
子
（
民
生
児
童
委
員
）

眞
後
美
園
（
民
生
児
童
委
員
）

＊
情
報
連
絡
部

避
難
者
の
情

報
収
集
・
連
絡
調
整
、
避
難
者

と
地
域
内
へ
の
情
報
提
供
、
地

域
本
部
と
の
交
信

特
設
公
衆

電
話
の
設
置
・
運
営
な
ど

長
谷
川
満
成
（
町
会
総
務
）

八
鍬
吉
男
（
町
会
防
災
・
防
火

部
長
）

斉
藤
嘉
雅
（
町
会
環
境
緑
化
部

長
）

大
竹
明
（
Ｐ
）

＊
物
資
調
達
部

食
糧
・
水
・

生
活
物
資
等
の
調
達
・
受
け
入

れ
・
分
配
、
管
理
、
炊
き
出
し
、

浄
水
器
・
発
電
機
・
投
光
機
器

な
ど
の
運
用
と
管
理
な
ど
。

松
島
信
一
郎
（
防
災
会
避
難
所

運
営
部
長
／
町
会
副
会
長
）

川
合
通
裕
（
町
会
青
年
部
代
行
）

屋
部
麻
利
子
（
Ｐ
）

＊
救
護
衛
生
部

負
傷
者
の
応

急
手
当
、
病
人
の
看
護
、
避
難

所
施
設
の
衛
生
管
理
、
医
療
機

関
や
災
対
保
健
福
祉
部
と
の
連

絡
な
ど
。

米
山
ゆ
う
（
防
災
会
救
護
部
長

／
町
会
副
会
長
）

平
柳
和
子
（
防
災
会
情
報
連
絡

委
員
／
町
会
副
会
長
）

白
畑
春
美
（
町
会
会
計
）

冨
井
裕
子
（
町
会
福
祉
厚
生
部

長
）

杉
本
恵
美
子
（
町
会
婦
人
部
長
）

飯
畑
ミ
イ
子
（
町
会
会
計
）

屋
部
豊
彦
（
Ｐ
）

●
災
害
時
必
要
な
資
機

材
倉
庫
設
置
場
所
と
資

材
一
覧
（
松
が
丘
片
山
町
会

防
災
会
）

【
設
置
場
所
】

・
松
が
丘
公
園

（
松
が
丘
１
の
２
）

・
松
が
丘
北
野
神
社

（
松
が
丘
２
の
２
７
）

※
倉
庫
の
鍵
は
町
会
役
員
並
び

に
近
所
の
お
宅
が
保
管

【
資
材
】

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
メ

ガ
ホ
ン
、
担
架
、
組
立
式
リ
ヤ

カ
ー
、
小
型
発
電
機
、
投
光
器
、

コ
ー
ド
リ
ー
ル
、
ハ
ン
マ
ー
、

バ
ー
ル
、
と
び
ぐ
ち
、
の
こ
ぎ

り
、
バ
チ
ヅ
ル
、
シ
ャ
ベ
ル
、

ブ
リ
キ
バ
サ
ミ
、
ボ
ル
ト
ク
リ
ッ

パ
ー
、
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
、
救
援

ロ
ー
プ
、
車
い
す
、
一
輪
車
、

軽
可
搬
消
火
ポ
ン
プ
、
ス
タ
ン

ド
パ
イ
プ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
懐

中
電
灯
な
ど
。

こ
の
他
、
街
頭
消
火
器
が
町

内
に
81
か
所
設
置
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
が

設
置
で
き
る
黄
色
い
線
で
囲
ま

れ

た

マ

ン

ホ

ー

ル

消

火

栓

も

町

内
に

50

か

所

弱

設

置

さ
れ
て
い
る
。

各
設
置
場
所
は
、
町
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
松
が
丘
片
山
町

会
マ
ッ
プ
」
に
掲
載
。
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●

水
害
発
生
時
の
行
動

手
順
と
事
前
準
備
に
つ

い
て水

害
は
、
事
前
に
そ
の
規
模

を
予
測
で
き
な
い
大
地
震
と
違

い
、
気
象
予
報
や
防
災
情
報
な

ど
に
よ
っ
て
、
事
前
に
対
応
を

選
択
で
き
る
災
害
で
す
。

①

事
前
に
自
宅
周
辺
や
学
校
、

駅
な
ど
の
生
活
圏
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見

て
、
ど
こ
が
浸
水
想
定
区
域
に

入
っ
て
い
る
か
、
ど
の
程
度
の

浸
水
が
予
測
さ
れ
て
い
る
の
か

を
確
認
し
て
お
く
。

②

浸
水
想
定
区
域
に
入
っ
て

い
る
場
合
は
、
自
宅
の
上
層
階

へ
避
難
す
る
の
か
、
安
全
な
親

戚
・
知
人
宅
へ
避
難
す
る
の
か
、

水
害
時
避
難
所
へ
避
難
す
る
の

か
を
考
え
て
お
く
。

③

気
象
情
報
の
警
戒
レ
ベ
ル

や
中
野
区
が
発
令
す
る
避
難
情

報
の
レ
ベ
ル
な
ど
を
指
標
に
、

ど
う
い
う
状
況
の
時
に
行
動
を

開
始
す
る
の
か
を
決
め
て
お
く
。

④

自
宅
か
ら
の
避
難
を
想
定

し
て
い
る
場
合
は
、
浸
水
想
定

区
域
を
通
ら
ず
に
避
難
で
き
る

経
路
を
確
認
し
て
お
く
。

⑤

水
害
が
予
想
さ
れ
る
気
象

状
況
と
な
っ
た
場
合
は
、
こ
ま

め
に
気
象
情
報
や
中
野
区
が
発

令
す
る
避
難
情
報
を
入
手
し
、

状
況
に
応
じ
て
、
行
動
を
開
始

す
る
。

⑥

避
難
と
は
「
難
」
を
「
避
」

け
る
こ
と
。
安
全
な
場
所
に
い

る
人
ま
で
避
難
所
に
行
く
必
要

は
な
い
。

⑦

豪
雨
時
の
屋
外
の
移
動
は

大
変
危
険
。
や
む
お
え
ず
車
両

で
の
移
動
や
車
中
泊
を
す
る
場

合
は
、
浸
水
し
な
い
よ
う
周
囲

の
状
況
な
ど
を
十
分
確
認
す
る
。

●
災
害
・
避
難
情
報
の
入
手
方

法・
中
野
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
中
野
区
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク・
防
災
情
報
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

（
事
前
登
録
が
必
要
で
す
）

・
中
野
区
防
災
行
政
無
線
（
音

声
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
０
３
ー
３
２
２
８
ー
５
７
２

６
で
確
認
で
き
ま
す
。

●
家
庭
で
の
浸
水
対
策

・
側
溝
、
雨
水
枡
の
掃
除

・
地
下
設
備
へ
の
事
前
対
策

・
簡
易
水
の
う
で
浸
水
防
止

【
簡
易
水
の
う
の
作
り
方
】

ご
み
袋
を
二
重
に
し
て
中
に

半
分
程
度
水
を
入
れ
、
袋
の
口

を
し
ば
る
と
簡
易
水
の
う
が
で

き
ま
す
。

ト
イ
レ
や
洗
濯
機
、
風
呂
場

の
排
水
口
か
ら
の
逆
流
防
止
に

使
う
事
が
で
き
ま
す
。

止
水
板
や
箱
と
組
み
合
わ
せ

て
、
玄
関
や
駐
車
場
の
土
の
う

代
わ
り
に
使
え
ま
す
。
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こ
の
地
域
の
水
害
発
生
時
の
対
応
は
？

水
害
時
避
難
所
：
中
野
区
立
令
和
小
学
校
（
中
野
区
上
高
田
5
丁
目
35
の
3
）
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【
松
が
丘
エ
リ
ア
】

水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

想
定
最
大
規
模
降
雨
（
時
間
最
大
雨
量
153
ｍ
ｍ
、
総
雨

量
690
ｍ
ｍ
）
と
な
っ
た
場
合
の
浸
水
が
予
想
さ
れ
る
区

域
と
浸
水
深
と
避
難
所
を
示
し
た
も
の
で
す
。

平
成
28
年
時
点
で
の
河
川
及
び
下
水
道
の
整
備
状
況
な

ど
を
考
慮
し
て
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
「
中
野
区
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
よ
り
抜
粋
）
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●

大
規
模
地
震
発
生
時

の
行
動
手
順
と
事
前
準

備
に
つ
い
て

①

事
前
に
避
難
所
と
な
る
令

和
小
学
校
の
位
置
、
道
順
を
家

族
で
確
認
し
て
お
く
。

②

家
族
の
待
ち
合
わ
せ
場
所

を
令
和
小
学
校
に
す
る
な
ど
事

前
に
決
め
て
お
く
。

③

地
震
発
生
時
は
ま
ず
、
自

分
自
身
、
家
族
の
安
全
確
保
を

第
一
に
行
う
。

④

火
災
の
心
配
が
あ
れ
ば
、

ご
近
所
に
声
を
か
け
な
が
ら
、

哲
学
堂
公
園
な
ど
の
避
難
場
所

に
一
時
避
難
す
る
。

●
町
会
避
難
誘
導
部
長
（
町
会

各
地
区
部
長
）

1
部
：
東
裕
子
、
2
部
：
門
倉

伸
子
、
3
部
：
師
敏
雄
、
4
部
：

金
丸
憲
夫
、
5
部
：
保
坂
む
つ

み
、
6
部
：
小
林
智
、
7
部
：

内
川
恵
三
郎
（
白
畑
春
美
）
、

8
部
：
屋
部
豊
彦
、
9
部
：
佐

藤
康
子
、
10
部
：
齋
藤
嘉
雅
、

11
部
：
佐
々
木
延
子
、
12
部
：

フ
ァ
ミ
ー
ル
ヒ
ル
ズ
哲
学
堂
公

園
管
理
組
合
、
13
部
：
藤
和
シ

テ
ィ
ー
ホ
ー
ム
ズ
新
井
薬
師
前

管
理
組
合
、
14
部
：
ラ
イ
オ
ン

ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
哲
学
堂
公
園
管

理
組
合
、
15
部
：
Ｊ
パ
ー
ク
哲

学
堂
公
園
管
理
組
合

⑤

地
震
が
収
ま
り
、
火
災
の

危
険
が
な
い
と
判
断
で
き
る
状

況
に
な
っ
た
ら
、
自
宅
の
被
害

状
況
を
確
認
す
る
。

⑥

自
宅
で
居
住
の
継
続
が
で

き
る
状
況
で
あ
れ
ば
在
宅
避
難

を
、
被
害
が
あ
り
、
自
宅
に
居

住
で
き
な
い
場
合
は
、
避
難
所

で
あ
る
令
和
小
学
校
に
避
難
。

⑦

防
災
会
役
員
は
家
族
の
安

全
を
確
認
後
、
災
害
時
必
要
な

機
材
保
管
場
所
に
赴
き
、
被
害

者
の
救
助
や
高
齢
者
、
幼
児
、

身
体
障
害
者
等
の
避
難
誘
導
に

協
力
し
つ
つ
、
避
難
所
開
設
基

準
に
達
し
た
と
判
断
し
た
折
は

令
和
小
学
校
の
避
難
所
に
集
合

す
る
。

⑧

避
難
所
開
設
後
は
別
途
作

成
さ
れ
て
い
る
「
中
野
区
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
令
和
小

学
校
）
」
に
従
い
、
避
難
所
管

理
、
運
営
を
行
う
。
尚
、
各
組

織
の
活
動
要
員
に
不
足
が
あ
る

場
合
は
、
避
難
者
の
協
力
を
得

て
、
部
員
を
補
充
・
組
織
す
る
。

⑨

自
宅
避
難
者
も
令
和
小
学

校
に
お
い
て
食
糧
な
ど
の
備
蓄

品
、
炊
出
し
の
支
給
を
受
け
ら

れ
る
の
で
、
そ
の
場
合
は
令
和

小
学
校
「
避
難
所
庶
務
部
」
で

避
難
者
名
簿
に
登
録
を
行
う
。

【
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
】

①

電
気
ス
ト
ー
ブ
等
は
、
通

電
時
に
火
災
の
危
険
の
あ
る
の

で
、
災
害
に
伴
う
停
電
、
計
画

停
電
の
際
に
は
、
必
ず
電
源
の

コ
ン
セ
ン
ト
を
は
ず
し
て
お
く
。

ま
た
、
家
を
離
れ
る
時
は
、
ブ

レ
ー
カ
を
落
と
す
。
な
お
、
道

路
を
横
断
す
る
際
は
信
号
が
消

え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

十
分
注
意
す
る
。

②

震
度
５
以
上
の
地
震
で
は

ガ
ス
供
給
装
置
の
機
器
が
自
動

的

に

ス

ト

ッ

プ

す

る

の

で

、

回

復

手

段

を

事

前

に
チ
ェ
ッ

ク

し

て

お
く
。
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こ
の
地
域
の
大
規
模
地
震
発
生
時
の
対
応
は
？

広
域
避
難
場
所
：
哲
学
堂
公
園
一
帯

避
難
所
：
中
野
区
立
令
和
小
学
校
（
中
野
区
上
高
田
5
丁
目
35
の
3
）

対
象
防
災
会
：
松
が
丘
片
山
町
会
防
災
会
、
中
野
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
防
災
会
、

上
高
田
北
地
域
防
災
会
、
新
井
北
防
災
会
、
新
井
中
防
災
会

●
松
が
丘
片
山
町
会
防
災
会

会
長

山
田
晃

新
型
コ
ロ
ナ
禍
感
染
防
止
の

為
毎
年
六
月
に
実
施
し
て
い
る

防
災
訓
練
を
中
止
し
ま
し
た
。

防
災
会
は
こ
の
地
区
に
お
住

い
の
方
、
全
員
を
対
象
と
す
る

「
中
野
区
地
域
防
災
住
民
組
織
」

の
下
部
組
織
で
す
。
ご
存
知
で

し
た
か
？

町
会
の
役
員
が
防

災
会
の
役
員
を
兼
務
し
て
ま
す
。

中
野
区
か
ら
こ
の
組
織
に
助

成
金
が
出
ま
す
の
で
、
本
年
は

こ
の
広
報
誌
を
作
成
、
全
戸
配

布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
、
近
年
地
球
温
暖
化
の

影
響
が
重
な
り
、
自
然
災
害
の

規
模
が
想
定
外
で
、
被
害
を
大

き
く
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
、

自
助
・
共
助
・
公
助
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
が
、
自
助
で
家
族
を

守
る
こ
と

を
第
一
に

準
備
を
お

願
い
し
ま

す
。

●
中
野
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
防
災
会

会
長

久
保
田
巌

中
野
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
防
災
会

は
、
松
が
丘
1
丁
目
に
あ
る

「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
中
野
」
と

「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
松
が
丘
」
の

居
住
者
で
構
成
さ
れ
た
防
災
会

で
す
。

地
域
と
し
て
は
、
松
が
丘
片

山
町
会
に
属
し
て
い
ま
す
が
、

松
が
丘
片
山
町
会
防
災
会
と
は

別
に
独
立
し
た
組
織
と
し
て
運

営
し
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
大
地
震
へ
の
備
え

だ
け
で
な
く
、
大
型
台
風
や
集

中
豪
雨
に
よ
る
風
雨
へ
に
備
え

も
大
切
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
住
民
同

士
の
連
携
を
深
め
、
自
助
、
共

助
に
つ
な
が
る
備
え
を
心
が
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と

も
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い

し
ま
す
。

中
野
区
危
機
管
理
課

地
域
防
災
係

北
地
域
担
当

大
内
佑
介
・
岩
井
拳
士

平
素
か
ら
様
々
な
防
災
活
動

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
災
害

は
い
つ
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

震
災
な
ど
の
大
規
模
災
害
時
に

は
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

自
助
、
地
域
の
安
全
は
み
ん
な

で
守
る
共
助
が
と
て
も
重
要
で

す
。
近
年
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
参
加
し
な
い
人
も
増
え
、
地

域
の
力
が
だ
ん
だ
ん
弱
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
是
非
、
皆
さ

ん
が
声
を
掛
け
合
い
、
地
域
の

様
々
な
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
共
助

の
源
で
あ
る
地
域
の
力
を
養
い
、

災
害
に
強
い
中
野
区
を
共
に
創

り
た
い
と
思

い
ま
す
。
今

後
と
も
、
ご

理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

野
方
消
防
署
江
古
田
出
張
所

所
長

上
園

誠

松
が
丘
片
山
町
会
の
皆
様
、

日
頃
の
防
災
活
動
、
さ
ら
に
今

回
は
、
防
災
特
集
号
の
発
行
と

防
災
意
識
の
高
さ
に
感
謝
と
敬

意
を
表
し
ま
す
。

地
震
対
策
で
は
、
「
地
震
だ
！

ま
ず
身
の
安
全
」
な
ど
地
震
そ

の
時
10
の
ポ
イ
ン
ト
、
「
家
具

類
の
転
倒
・
落
下
・
移
動
防
止

対
策
を
し
て
お
こ
う
」
な
ど
地

震
に
対
す
る
10
の
備
え
も
、
水

害
対
策
で
は
、
段
階
ご
と
の
行

動
（
東
京
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
）
も
重
要
で
す
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
禍
で
避
難
所
も
厳
し
い
状

況
と
思
わ
れ
ま
す
。
野
方
消
防

署
で
は
、
日
々
感
染
対
策
に
奮

闘
す
る
中
、
野
方
消
防
団
第
三

分
団
と
連
携
し
、
「
新
し
い
日

常
」
に
即

し
た
災
害
・

防
災
活
動

を
推
進
中

で
す
。

野
方
消
防
団
第
三
分
団

分
団
長

城
所
清
二

松
が
丘
片
山
町
会
の
皆
様
、

日
頃
か
ら
地
域
の
防
災
活
動
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
野
方

消
防
団
第
三
分
団
は
、
松
が
丘
・

江
古
田
・
江
原
町
を
担
当
地
区

と
し
て
消
防
署
の
皆
さ
ん
と
協

力
し
な
が
ら
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
現
在
、
所
属
団
員
は
18
名

（
絶
賛
団
員
募
集
中
）
で
松
が

丘
在
住
は
4
名
お
り
ま
す
。
団

員
は
そ
れ
ぞ
れ
に
生
業
を
持
ち

休
日
や
夜
間
に
訓
練
を
行
い
ま

す
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
以
前

の
様
な
訓
練
が
で
き
ず
に
お
り

ま
す
が
、
団
員
一
致
団
結
し
新

し
い
日
常
に
即
し
た
消
防
団
活

動
を
始
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
と
共
に
活

動
し
て
い

き
ま
す
。

よ
ろ
し
く

お
願
い
し

ま
す
。
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